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問題 [1] 有限群G上の Fourier変換 ̂と convolution ∗の定義を述べ, a, b ∈ L1(G) に対
して

â ∗ b(λ) = â(λ)̂b(λ), λ ∈ Ĝ

が成り立つことを示しなさい.

問題 [2] Rectangular diagram λに対し, ２つのモーメント列 {Mn(mλ)} と {Mn(τλ)} が
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をみたす. このとき,
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が成り立つことを示しなさい. ただし, M1(τ) = 0 は認めてよい.

問題 [3] 次式から, Σ2(λ) = R3(mλ) を導きなさい:
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ただし, B1(mλ) = R1(mλ) = M1(mλ) = 0 は認めてよい.
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